
1 
 

付紙第 4 
S D A 

 
“この仕事で得られるもの”を探れ 

「ブラック職場だ」と感じたら 

 

はじめに 

これは、日刊紙「フジサンケイビジネスアイ」2019年 8月 6日（火）の 
「高論卓説」というコラムに掲載された記事の内容を紹介するものです。筆者

は舟木彩乃（ふなき・あやの）氏です。写真と経歴も同紙から引用しました。 
＜ 経 歴 ＞ 

  ストレス・マネジメント研究者。メンタルシンクタンク副社長。筑波大大学院
ヒューマン・ケア科学専攻（博士課程）に在籍中。著書に『「首尾一貫感覚」で

心を強くする』（小学館）がある。千葉県出身。 
 

 議員秘書のストレスについての研究成果 
「ブラック職場」とは、ストレス過剰な職場であるといえる。国会議員の事務所もまたブラック職場の

一つだろう。私が議員秘書のストレスについて研究した結果では、調査対象 155人のうち 23％の秘
書が高ストレス者に該当していた（本来は 10％程度になる）。 
議員秘書が抱えているストレスはとても大きいといえるのだが、極めてストレスフルな職場でも、前

向きに頑張っている秘書と、逆にストレスに押しつぶされそうになっている秘書がいることに気付い

た。その理由について調べたところ、ストレスが低い秘書は「首尾一貫感覚」が高いという結果が得ら

れたが、これは議員秘書以外の職種についても言えることだろう。 
 
 首尾一貫感覚とは 
首尾一貫感覚というのは、ユダヤ系アメリカ人で医療社会学者のアーロン・アントノフスキー博士

（1923～94年）が提唱した概念である。ナチスドイツの強制収容所から生還しながら、更年期に至っ
ても心身共に良好な健康状態を維持していたユダヤ人女性たちが持っていたのが、この首尾一貫

感覚である。首尾一貫感覚は次の三つの感覚から成っている。 
 
①把握可能感 ： 「だいたい分かった」という感覚。自分の置かれている状況や今後の展開を把 

握できるという感覚。 
②処理可能感 ： 「何とかなる」という感覚。自分に降りかかるストレスや困難に資源（相談できる 

人やお金、権力、地位、知力など）を使って対処できるという感覚。 
③有意味感 ： 「どんなことにも意味がある」という感覚。自分の人生に起こることには意味がある 

という感覚。 
 

この三つの感覚は互いに補完し合う関係にある。「把握可能感」があり現在や将来を把握している 
感覚あれば、「処理可能感」が持てる。「処理可能感」の根拠となる人脈や知力を活用することで、

「把握可能感」を高めることもできる。 
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 ある政策秘書の成功例 
研究で出会ったある政策秘書は、政策に関わる仕事がしたいという希望を持って転職してきた。し

かし、議員から党員獲得などで無理なノルマを課せられ、達成できないと「役立たず」と罵倒され、つ

らい毎日が続いたという。しかも議員秘書は突然解雇される可能性まである不安定な仕事である。 
自分にとって意味を見出せない仕事や不安定な雇用状態は、「有意味感」や「把握可能感」を得

にくい。議員秘書だけでなく、派遣社員や契約社員はもちろん、終身雇用が崩壊している現在で

は、大手企業の正社員であっても、リストラなど職を失う危険と無縁ではない。 
一方で、不安定な立場にあっても、ストレスにうまく対応し、糧にさえして着実にキャリアを重ねてい

る人たちもいる。 
彼らに共通する点は、精神的に強いこと、つまり首尾一貫感覚が高いことである。その政策秘書

に、「あなたにとって仕事とは？」と質問をしたところ、「自分を新しいところに連れて行ってくれるも

の」と答えた。この考え方は、ストレスフルな職場に身を置いているときに「有意味感」を高める重要な

捉え方であるといえるだろう。 
 

 もし「ブラック職場」にいると感じたら 
もし自分が「ブラック職場」にいると感じたら、「この仕事で得られるもの」について掘り下げてみると

よいかもしれない。自分の人生を高める「何か」を見つけられたら、今の仕事に「有意味感」が得られ

るのではないだろうか。 
 
おわりに 

村川が平成元年 3月に大阪府八尾市の陸自中部方面航空野整備（やせいび）隊の隊長として赴
任した際、溶接工場に張り紙がありました。「事故はどんなとき起こるか」（大阪労働基準局ガス溶接

教程から）という標題で 10項目が掲げられていました。隊員に聞くと、昭和 53年頃に目にしたもの
を書き留めたものだそうです。以下がその内容です。 

 
①仕事に不慣れなとき、②仕事になれすぎたとき、③規定を実行していないとき、④連絡・調整が

不十分なとき、⑤あわてたとき、⑥平素のやり方を変えたとき、⑦憶測によるとき、⑧心配、疲労、睡

眠不足、不真面目なとき、⑨雑念にとらわれたとき、⑩仕事について軽蔑したとき。 
 
村川が衝撃を受けたのは「⑩仕事について軽蔑したとき」です。自衛官にそう考える者がいるとは

思えませんでしたが、社会を広く眺めると、そのような者が存在する可能性はあると感じました。 
現在 SNS上で話題になっている「バイト・テロ」の多くは、そのような気持ちから行われたのではな
く、単に目立ちたいだけだろうと思いますが、もし、自分の仕事を軽蔑している者を発見できたとした

ら、速やかな指導を行い、企業存続の危機に陥るような事態だけは避けなければならないと思いま

す。 
 

以 上 


